






















　一方で私立高等普通学校は、1937 年までに 11 校設立されているが、そのうちの 6 校が
京畿道に集中しており、平安南北道に各 1 校ずつ、咸鏡南道に 1 校、全羅北道・慶尚北道
に各 1 校となっている。公私立をあわせた 27 校の分布状況を見ると、京畿道 8 校、平安





















 15 『東亜日報』1925 年 2 月 9 日。
 16 金泉高普設立に際してつくられた教育財団法人の理事 5 人に対する呼称。高徳煥、金鍾鎬、李漢琪お
よび崔松雪の親族 2 名で構成された。
表 2　金泉郡内の初等教育機関状況（1922 年）
校数 生徒数 学校比率 生徒比率
公普 5 1,306 4% 35%
私立各種 4 191 4% 5%
私設学術 23 968
国語夜学 6 380
　　小計 29 1,348 25% 37%
書堂 68 646
改良書堂 8 195
　　小計 76 841 67% 23%












　青年会の組織としては、1922 年 3 月に開かれた「定期総会」を見ると、会長・総務・
文芸部・矯風部・運動部・庶務部、そして評議会が置かれていた。会長・総務（各 1 名）













　金陵青年会はこの青年会館の落成式を会結成「1 周年紀念式」とあわせて、1922 年 11


















 17 『東亜日報』1921 年 9 月 12 日。なお、1923 年には、同会主催の「討論会」が 3 月に「第 3 回」とし
て 5 月には「第 6 回」として開催され、「数百名の聴衆で大盛況」と報道されている（『東亜日報』
1923 年 3 月 24 日、同年 5 月 24 日）。
 18 『東亜日報』1922 年 3 月 31 日。
 19 『東亜日報』1922 年 11 月 8 日。
 20 同上。
 21 『東亜日報』1922 年 11 月 20 日。






1 月 29 日）によれば、1923 年 1 月に金陵青年会で「金陵学院設立の件」について幹部会
が開かれ、「学院に関する諸般事項を決定」していた。その中で、同年 4 月 1 日に金陵学
院を開学することが決められ、金陵学院の「委員」として、高徳煥・李漢麒・李永局・白




　こうして、金陵青年会館建設の翌春から金陵学院を開学するため、1923 年 3 月中旬には、





　翌 1924 年春の新学期には普通科が 3 学年制で 3 クラス、高等科 2 学年制で 2 クラス、




　1924 年度末ともいえる 1925 年 2 月に金陵学院では、24 年春に募集した生徒数 230 名よ
り多い普通科 224 名、高等科 36 名計 260 名の生徒を教育していたことが、『東亜日報』（1925


















 23 『東亜日報』1922 年 3 月 31 日。会長が高徳煥、文芸部幹事が李漢麒・李永局、評議員が白鍾基・李
馨遠となっている。
 24 『東亜日報』1923 年 3 月 15 日。







稚園開始時期が金陵青年会設立（1921 年 8 月）より早い 1921 年春となる。25 年のこの「回
想的」記述のみではその開始時期を確定できないが、その創始者は高徳煥氏であったよう
である。ただし幼稚園開始時期に関連して、金陵学院が 1923 年 4 月に開学する以前の『東








への寄付者 23 名の名前と、それぞれの寄付金（1 円～ 10 円、総額 43 円）が載せられている。
李永局が 1 円を、そして後の金泉高普「受任五理事」の高徳煥・金鍾鎬・李漢琪が 2 円お
よび各 1 円を寄付していた。金泉高普設立運動を推進することになる者たちが、幼稚園教
育にも関心を持ち、また青年会運動の中心メンバーだったことが確認できる。
　1925 年 2 月段階で、金陵青年会が運営する金陵学院および金陵幼稚園は、教師数 6 名（校
長を含む）、生徒数 310 名余りと規模の大きい教育機関であった 
26
。






50 名女約 30 名」であるとされている。もう一つは、天主教会が運営する聖義学院で、同
じ黄金町の天主教堂内に置かれ、「隆熙年中に設立され」、3 名の男性教員が「普通教育で


















中等科 高等科 女子夜学部 備考
出典
『東亜日報』
23 100 名 100 名 100 名 100 余名 金陵学院 4 月 1 日開学。試験：3 月 20 日。











試験：4 月 5・6 日
1924.3.13
25 224 名 36 名 学院長：高徳煥。教員：李永局・朴元錫




12 月 1 日開学
「無産青年の教養のため」、労働夜学を 10
月 22 日開学。朝鮮語・日語・算術等。授

















注 1：「初等科・中等科・高等科」は 1924 年から「普通科・高等科」となった。
注 2：実線の斜線は開設されていないことが確認できるもの。破線は未確認のもの。
（2）金陵青年会と高等普通学校期成会組織
　1921 年 8 月に結成された金陵青年会が、翌年 22 年の秋には独自の会館を建設し、23 年
4 月にはその会館を利用して金陵学院を開学し教育事業を行っていたことは前項で見た。









 27 『東亜日報』1928 年 2 月 17 日。




 29 『東亜日報』1923 年 10 月 27 日。
